
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

２０１４年（平成２６年）１０月発行  第５１号 

平成26年第 3回定例会が9月 2日から29日までの会期で開催され

ました。今定例会では、平成 25 年度立川市一般会計歳入歳出決算ほ

か 6つの特別会計決算等を審議する決算特別委員会が開催され、委員

として慎重に審議しました。また 4日の本会議で一般質問に立ち、『今

後１０年、そしてその先の地域社会の構築について』市側の見解を伺

うとともに、私の意見を述べさせて頂きました。 

６月に行われました立川市議選において、３期目の当選を果たさ

せて頂きました。市民の皆様の信頼に答えるべく、“ただ行動あるの

み”と、決意を新たにしています。 

 

立川駅周辺のにぎわいは、大型商業施設の開設、明後年のランドマ

ーク等著しいものがあります。今後とも三多摩の中心都市としての

自覚と責任を持ち、更なる飛躍を期していきたいと思います。 

 

一方、地域社会の未来を想う時、急速な高齢社会に対応し、出来る

だけ住み慣れた地域で、安心して安全に暮らしていける街づくりを

急がなければなりません。 

 

そして、３．１１の教訓を生かした巨大地震に対する防災・減災対

策も着実に進めていかなければなりません。 

 

これからも全力で仕事をして参ります。どうぞ宜しくお願い致しま

す。 

 【平成 26 年第 3 回市議会定例会報告】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★バス停にベンチ、庇（ひさし）の設置を 

★若い女性の力を街づくりに 

◆主張  今後は在宅医療・在宅療養が重要になるが、そのためにも立川市医師会や

医療機関との連携強化をすべき 
 
＜答弁＞ 現在、次期高齢者福祉介護計画を策定している。今後、立川市医師会とも

協議の機会を設定していく 
 
◆主張  地域福祉を推進する地域福祉コーディネーターの増員と、ボランティアと

しての地域福祉サポータの養成を図っていくべき 
 
＜答弁＞ 先ずは、地域福祉コーディネーターの人材育成を図りながら全ての圏域の

配置に向けた取り組みを進めていく 

★地域包括ケアシステムの構築について 

◆主張  豊島区が未来を考えるために、若い女性の声を反映させる「としま 100 人

女子会」を発足した。立川でも女性の力が発揮できる施策を行うべき 
 
＜答弁＞ 若者、特に女性の力を地域に引き出していくアイディアが大変重要、先進

的な取り組み等を研究していく 
 

◆主張  地域で歩いて暮らしていける街づくりにあたり、出来るだけベンチを街中

に設置すべき、特にバス亭に於いては早期に設置すべき 
 
＜答弁＞ バス停に於いては、企業広告付きのものが都内を中心に設置が進んでいる。

今後、道路占用等の協議を含め設置に向けて取り組んでいく 

★文房具用品等のリユース・リサイクル事業を 

◆主張  家庭や事業所等で、新品や、まだ使用可能な文房具が使用されていないこ

とがある。文房具のリユース・リサイクル事業を起こしていくべき 
 
＜答弁＞ 教育委員会とも連携して、今後検討・研究していく 

概容、私の上記質問に対し、市は概ね、調査・研究、対応を進めるとの答弁をしまし 
た。私は今後も上記質問が確実に実施されていくよう努めて参ります。特に若い女の 
力を生かした施策の導入について、早期の実施を主張してまいります。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 27 年 4 月 1 日から、市内の自転車等駐

車場料金が新しくなる予定です。駐車後 3時間

は無料とし、その後 2時間は 50 円になります。 

その後は、概ね駅からの距離によって課金され 

４時間毎 100 円、入庫から 24 時間毎 130 円等

といった料金体系になります。 

買物などの比較的短い時間の駐車需要にも対

応するための短時間無料サービスを導入し、放

置自転車対策を進めます。 

柏町 2丁目の通学路補修 

柏町２丁目と砂川町１

丁目の境の通学路が、

このほど補修整備され

ました。痛みがひどく、

近隣住民の方々から要

望を受けていたもので

す。 

砂川町 7丁目に看板設置 

砂川町7丁目13番のＴ

字路に”この右行き止

まり”の看板が設置さ

れました。この先は車

返しもなく、近隣住民

の方々から要望を受け

ていたものです。 

砂川町 7丁目にカーブミラー 

砂川町 7 丁目 16 番のＴ

字路にカーブミラーが

設置されました。小さな

子どもたちがたくさん

いて、危ない状態で、近

隣住民の方々から要望

を受けていたものです。 

今議会から立川市議会ではタブレット端

末の利用が開始されました！ 

議案書類をはじめ、行政の様々な書類が収ま

っています（まだ一部ですが）。今は印刷物

と併用していますが、直に会派で一部の配布

になると思います。議員が使いこなせなけれ

ば廃止になると思いますが、私は議会の IT

化を訴えてきました。大いに活用したいと思

います。 

立川北駅下有料自転車駐車場 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 
 ◆市議会議員（文教委員会、第４次基本構想審査特別委員会所属） 

高口やすひこ励ます会 発行 

 
《公明党無料法律相談》 
・毎週水曜日（第５週を除く）14 時から 

・立川市錦町 1-4-4 立川ｻﾆｰﾊｲﾂ 301 

＊予約制です。詳細は高口やすひこまで 

 

お気づきの方も多いと思いますが、立川市

のホームページがリニューアルされました。

これまでより、見やすく解りやすくなってい

ます。改善を訴えてきましたので一定の評価

はしたいと思います。 

 

※市のキャラクター“くるりんの部屋”が創

設されたのですが、情報更新が無いのが。。。 

 

8 月 30 日、柴崎町にある立川市立第一小学校等

複合施設落成式典が挙行されました。 

立川の小中学校で初めての建替えで、柴崎学習館、

柴崎図書館、柴崎学童保育所が併設されています。 

これは異世代間交流を促し、学校と生涯学習活動

の融合の場となる「学びの拠点」づくりとなり、

今後の市施設のモデルにもなると思います。 

市では、雨水を地下にしみ込ませる雨水浸 
透施設の設置を推進しています。雨水浸透

施設は、湧水や地下水が豊富になるなど、

水循環の保全に役立ちます。補助の対象は 
敷地面積 500 ㎡未満の既設一戸建て住宅で 
上限は 200,000 円 
 
詳細は下水道管理課へご連絡ください。 
☎ 523-2111 内線 2212 （下水道管理課） 


